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#12-45 

【１１月３日～１１月９日】 

〔ウクライナの報道をもとに作成〕 

平成２４年１１月１３日 

在ウクライナ大使館 

 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼最高会議選挙の結果集計 

・５日、統合野党「バチキフシナ」は、１０月２８日に実施された

最高会議選挙の結果集計の際に一部の小選挙区で不正が

加えられたとし、今後是正が図られない場合は新たな最高会

議の法的正当性を認めず繰り上げ選挙の実施を要求するこ

とも考慮中である旨の声明を発表。同日、同党は、「スヴォボ

ーダ」党及び「ウダール」党と共に中央選挙管理委員会前で

抗議運動を開始、機動隊との衝突が発生。 

・７日、ヤヌコーヴィチ大統領は、プションカ検事総長に対し、

小選挙区での選挙プロセスにおける法律違反に関する事実

関係の調査を１１月１２日までに実施するよう指示。また、９日、

同大統領は、国際監視団により指摘された最高会議選挙に

おける欠点の多くは政府の評価と一致する旨発言。 

・８日、アザーロフ首相は、集計作業の遅れに関し憂慮を表

明し、中央選挙管理委員会に対し法律で定められた期間内

（注：１１月１２日まで）に集計作業を終了させるよう要請。また、

同首相は、国内の全政治勢力に対し欧州的価値に基づく連

立形成に関する交渉プロセスの開始を呼びかけ。 

・９日、ヤツェニューク統合野党「バチキフシナ」評議会代表

は、野党候補者の議員就任を拒否し、繰り上げ最高会議及び

大統領選挙を実施する可能性に関し「スヴォボーダ」及び「ウ

ダール」党と協議を開始する意向である旨発言。 

▼一部小選挙区でのやり直し選挙実施の提案 

・５日、中央選挙管理委員会は、５つの小選挙区（第９４小選

挙区（キエフ州）、第１３２小選挙区（ミコライフ州）、第１９４及

び１９７小選挙区（チェルカスィ州）、第２２３小選挙区（キエフ

市））において選挙結果を確定することは不可能であるとして、

同小選挙区でのやり直し選挙の実施を提案することを決定。 

・６日、最高会議は、本会議において、同提案に同意しやり直

し選挙の実施を中央選挙管理委員会に勧告することを決定、

「一部小選挙区での最高会議選挙の結果集計の状況調査に

関する臨時調査委員会の設置」に関する決定を採択。 

・６日、「バチキフシナ」党は、同提案は野党候補者の当選を

阻止するための当局からの指示によるものであるとして、同

小選挙区で勝利した野党議員の当選が確定されない限り、選

挙結果を認めないとする旨のトゥルチーノフ同党第一副党首

の声明を発表。 

・６日、アザーロフ首相は、国家にはやり直し選挙のための財

源はなく、新しい最高会議は規定通り召集される旨発言。 

・７日、ティモシェンコ前首相は、選挙結果はすでに確定して

いるとし、野党に対しやり直し選挙の実施に同意しないよう要

求する旨の声明を発表。また、同日、統合野党「バチキフシ

ナ」は、同小選挙区から出馬した野党候補者が中央選挙管理

委員会に対し同提案の取消し及び投票所選挙管理委員会の

集計記録に基づく選挙結果の確定を求めキエフ控訴行政裁

判所に提訴する意向である旨発表。 

▼比例代表区の開票結果の発表 

・８日、中央選挙管理委員会は、比例代表区における開票率

１００％の結果を発表。計２２５議席の議席配分は地域党７２議

席（得票率３０．００％）、統合野党「バチキフシナ」６２議席（同

２５．５３％）、「ウダール」党３４議席（同１３．９５％）、共産党３２

議席（同１３．１８％）、「スヴォボーダ」党２５議席（同１０．４

４％）。 

▼その他 

・５日、リトヴィン最高会議議長は、新議会は１２月１０日～１７

日の間に召集されなければならない旨発言。 

・６日、最高会議は、議長の選出方法を公開記名投票とする

法律及び将来の憲法改正を見据えた「全ウクライナ国民投

票」に関する法律を採択。 

・６日、ティモシェンコ前首相及びルツェンコ元内相の公判

のＥＵ代表監視員であるクファシニエフスキ元ポーランド大

統領及びコックス元欧州議会議長は、最高会議選挙期間中

一時中断していたウクライナでの監視活動を再開。７日、両

監視員は、アザーロフ首相と会談。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・７日、ポロシェンコ経済発展・貿易相は、同省による２０１３

年ＧＤＰ成長率見通しを４．５％から３．５％に下方修正した

旨報告。 

・７日、アザーロフ首相は、ウクライナが世界経済危機により

脅かされている、いくつかの国の債務危機によりウクライナ

産金属の需要が低下している旨発言。また、本年１０月にお

ける金属製品価格が１１～１５％低下し、鉄鉱石や化学製品

の市場においても見られるこのような好ましくない状況が、

外貨流入量の減少を招いている旨発言。 

▼財政・金融 

・８日、ルキヤネンコ首相報道官は、政府は常に中央銀行と

コンタクトを取っているとともに、為替市況を注意深く観察し

ており、為替動向を管理下に置いている、このため為替相

場が変動する余地はなく、また食品や日用品の価格が上昇

する根拠もない旨発言。 

・８日、中央銀行評議会は、ＩＭＦとの協力プログラムの再開、

価格・関税に対する行政規制によって生じるマクロ経済不均
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衡除去のための緊急措置等を求める閣僚会議宛勧告を承

認。 

▼２０１３年度国家予算案 

・５日、エフレーモフ地域党最高会議会派代表は、閣僚会議

が２０１３年度国家予算案を７日に承認した場合、１１月８日、

最高会議がこれを審議する用意がある、予算案のいくつか

の項目はマクロ経済情勢が変化しているため、修正が必要

である旨発言。 

・６日、アザーロフ首相は、現在、政府が２０１３年度国家予

算案の第２次案を編成中であり、同予算案が２週間以内の１

１月２０日までには閣僚会議から最高会議に提出され、１１月

末までには最高会議で承認されることを期待する旨発言。 

▼農業 

・８日、ヤクボヴィチ農業基金会長は、２０１３年収穫に関して、

生産者との先物契約において計２８万トンの穀物購入を行っ

た旨発言。 

・９日、クリメンコ・ウクライナ穀物協会会長は、我々は１２月１

日からの政府による穀物輸出規制導入可能性を排除してい

ない旨発言。 

▼ガス問題 

・６日、アザーロフ首相は、ウクライナが１日よりドイツからポ

ーランド経由で天然ガスの輸入を開始した旨公表。７日、ボ

イコ・エネルギー石炭産業相は、同ガスがロシアから輸入し

ている天然ガスに比して格段に安価である旨発言。 

▼その他 

・６日、最高会議は、２０１３年１月１日から約１００品目の関税

（実行税率）を引き上げる関連法案を採択。 

３．外政 

▼ヤヌコーヴィチ大統領のキプロス訪問 

・８日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ウクライナ大統領としてキプ

ロスを初訪問。ヤヌコーヴィチ大統領とフリストフィアス大統領

は、首脳会談後、二重課税防止、海運、航空、保健・医療、農

業、教育・科学・スポーツ及び投資分野における協力等に関

する協定の署名式に臨席。ヤヌコーヴィチ大統領は、キプロ

スとの協力関係強化の意向を表明し、フリストフィアス大統領

は、ウクライナの欧州統合路線を支持する旨発言。 

・９日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ウクライナ・キプロス・ビジネ

スフォーラムに出席、投資、インフラ及び農業分野における

両国協力の必要性に関し発言。フリストフィアス大統領は、エ

ネルギー分野における国外企業との協力に関心がある旨発

言。 

▼最高会議選挙に関する各国の反応 

・３日、アシュトンＥＵ外務・安全保障政策上級代表及びフィー

レ拡大・近隣政策担当欧州委員の報道官は、集計の遅れに

懸念を表明し、ウクライナの政府及び各党に対し早期に結果

を公表するための措置を講じるよう求める声明を発出。同日、

カナダ選挙監視団は、開票時に深刻な違反が見られたとし、

複数の小選挙区の結果を疑問視している旨の声明を発表。 

▼その他 

・７日、ヤヌコーヴィチ大統領は、オバマ米大統領の再選を

祝福する声明を発表。 

４．防衛 

・５日、国防省は、ユーリ空軍司令官率いる軍事代表団がカ

ザフスタンを公式訪問し、安全保障問題、二国間軍事技術協

力について議論する旨発表。 

・８日、国防省は、ウクライナとカザフスタンが国防大学間での

学術協力に関する覚書を締結した旨発表。 

・８日、閣僚会議は、ペルーとの軍事･技術協力に関する協

定書を承認。 

（了） 


